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4.家 政 思 想 の 系 譜 6ヱ

4.6家 計 と経営の分離

経営 という用語は今 日,家 計や家庭生活 といった本

質的に非常利的かつ非生産的な活動領域 についても用

いられる.し かしその場合の 「経営」 は,企 業経営や

農業経営等の一般に経済学あるいは経営学が対象 とす

る生産的活動に立脚 した営利 目的の経営 とは概念的に

区別されねばならない.ま たこの区別は今 日の家庭の

歴史的成立事1青,す なわちその前近代的あるいは伝統

的形態 としての 「家」が生産 ・営利の活動や目的を外

部へ と分離させる過程で近代的家庭 は発生 した,と い

う近代の歴史からみて必要なのである.

伝 統的社会の崩壊 と近代社会の計算可能性に基づ く

合理主義的再編を的確に表現したウェーバー(Weber,

M.)に よれば 「歴史の発展 は大体において,個 人的営

利の発達 とともに,家 の範囲をたえず縮小せ しめつづ

けた」.や がて 「『家』と『職業』"Haus"and"Beruf"

は場所的に分離 し,家 計 はもはや共同の生産の場所で

はなく,共 同の消費の場所に過 ぎなくなる」(『一般社

会経済史要論』下巻,p.52,岩 波書店,1954年).財

産 の世襲(と きに分割相続=分 家を伴う)を 基盤に一

族あるいは家名 ・家産の繁栄 を目的とした過去の経営

においては,家 がそれ自体ひとつの経営体であった.

そ こでは経営主は家長 という身分 と不可分離である一

方,家 族は経営主家族 といえども相続の序列により身

分的に差別 されていた.家 経営は家人あるいは一族郎

党の消費生活管理 を含む とともに当該の館が包括する

あらゆる生産活動 に及び,ま たこれを家固有の精神(祖

先崇拝や家風)が 補強 した.人 々は家 を単位に組織 さ

れていたのであり,個 人ではな く家の絶対的優位性が

人々の行為を共同利害関係の内側へ と包み込んだ.つ

まり個人 は一般 に家 という共同体から離れては存在 し

えなかったのである.

近代化への歴史の進展は共同体からの個人の解放 を

推 し進めるとともに,社 会的生産力の上昇 による市場

経済の発展を通じて 「計算合理性」に裏づけられた新

たな致富のチャンスを開拓する.や がてこのチャンス

の獲得をめぐる個人間の競争 と社会的生産力の上昇が

相互 に規定 しあう軌道がしかれ,ま た生産力に近代的

科学技術が導入され,生 産組織 は市場対応的な科学的

合理的再編 を受ける.こ こにおける経営は共同体(家)

的利害ではな く私的利害に立脚 した もっぱら営利のた

めの技術的機能合理的性格を帯びることになる.今 日

「経済」を表すeconomyが 語源的にoikos(家)を 内包

し,あ るいはWirtschaftのWirtが 本来主人(家 長)

を意味 していることは,「経済」の概念が家長の統べる

経営体 としての家を基盤に発達 した痕跡 とみることが

できるが,む ろんいまやそれは前近代的な旧概念の範

囲内のことになっている.一 方 「主人」は経済活動の

場を家にではなく 「職業」へと移 し,一 方家計(Hau-

shalt)は 生 産ではな くもっぱら消費を内実 とすること

になった.女 性は家庭 ・男性は仕事 という 「家計 と経

営の分離」に基づ く近代固有の性別役割 ・責任分担,

な らびに経済学 と家政学 という相互に異なる学問領域

基盤 もこうして形成されたのである.(福 田はぎの)


